
豊 と
よ

春 は
る

の
地
名

ち
め
い 

 

豊
春
地
区
で
は
、
花
積
台
地
に
貝
塚
が
発
見
さ
れ
て
縄
文
時
代
の
古
い
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
全
国
的
に
有
名
で
あ
る
。 

 

考
古
時
代
に
つ
い
て
は
今
後
発
表
さ
れ
る
「
春
日
部
市
史
※
１

」
第
一
巻
考
古
資
料
編
に
よ
ら
な
け
れ
ば
詳
細
は
判
明
し
な
い
が
、
こ
の
遺
跡

か
ら
は
当
時
の
貝
類
や
人
骨
と
イ
ル
カ
の
頭
骨
や
縄
文
土
器
・
石
器
等
と
住
居
跡
が
発
掘
さ
れ
て
い
て
考
古
学
上
、
非
常
に
重
要
な
地
域
と
な

っ
て
い
る
。
太
古
は
海
岸
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
地
域
は
古
代
の
御
名
代
部

み

な

し

ろ

べ

「
春
日
部
」
と
深
い
関
連
の
あ
る
区
域
と
推
定
さ

れ
る
。 

中
世
に
な
っ
て
の
荘
園
時
代
は
、
谷
原

や
わ
ら

新
田

し
ん
で
ん

と
増
富
は
太
田
庄
（
ま
た
は
新
方
庄
）
に
属
し
、
新
方

に
い
が
た

袋
ふ
く
ろ

は
太
田
庄
百
間
領
に
、
増 ま

し

戸 と

・
上
蛭
田

か
み
ひ
る
だ

・

道
順

ど
う
じ
ゅ
ん

川
戸

か
わ
ど

・
道 ど

う

口 ぐ
ち

蛭
田

ひ
る
だ

・
花
積

は
な
づ
み

・
中
曽
根
・
上
・
下
大
増

お
お
ま
し

新
田

し
ん
で
ん

は
太
田
庄
岩
槻
領
に
、
下
蛭
田

し
も
ひ
る
だ

は
騎
西
庄
岩
槻
領
に
属
し
て
い
た
。 

 

近
世
に
な
っ
て
か
ら
道
口
蛭
田
村
は
慈
恩
寺
か
ら
分
離
し
て
一
村
と
な
り
、
ま
た
谷
原
新
田
・
上
大
増
新
田
・
下
大
増
新
田
は
開
発
さ
れ
た

地
域
で
あ
っ
て
徳
川
幕
府
に
な
っ
て
所
領
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
た
。
幕
府
直
轄
（
い
わ
ゆ
る
天
領
区
域
）
は
道
順
川
戸
・
中
曽
根
・
道
口
蛭

田
の
各
村
。
岩
槻
藩
領
に
は
、
谷
原
新
田
・
新
方
袋
・
上
大
増
新
田
・
下
大
増
新
田
・
増
戸
・
増
富
・
上
蛭
田
・
下
蛭
田
花
積
の
各
村
。 

 

近
代
に
な
っ
て
明
治
二
十
二
年
、
町
村
制
の
施
行
に
よ
っ
て
前
期
の
十
二
ヶ
村
が
合
併
し
て
豊
春
村
と
な
り
各
村
は
大
字
と
な
っ
た
。
村
の

名
称
に
つ
い
て
は
、
「
年
々
耕
作
の
豊
か
に
熟
し
て
春
和
の
候
の
如
く
合
併
各
村
和
熟
せ
ん
こ
と
を
望
む
に
在
り
」
と
い
う
意
味
で
豊
春
村
と

命
名
さ
れ
た
と
あ
る
。 



 
昭
和
二
十
九
年
七
月
合
併
に
よ
り
春
日
部
市
と
な
り
豊
春
の
名
は
地
区
名
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

こ
の
地
域
で
は
中
世
か
ら
近
代
ま
で
農
民
の
生
活
共
同
体
と
し
て
つ
ぎ
の
村
落
名
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。 

 

▽
上
蛭
田
村
…
宮
ノ
前
・
新
屋
鋪

や
し
き 

▽
下
蛭
田
村
…
上
手
・
下
手
・
新
屋
鋪
新
田 

▽
道
口
蛭
田
村
…
丸
山
・
島 

 

▽
花
積
村
…
内
谷

う
ち
や

・
西
浦
・
島
ノ
前
・
反
町
・
弥
宜

ね

ぎ

内
・
北
ノ
下
・
台
・
構 み

ぞ 

▽
袋
村
…
さ
る
地
・
柳

や
な
ぎ

口 く
ち

・
ご
み
な
し
・
浜
川
戸 

▽
中
曽
根
村
…
川
面
・
松
ノ
木
・
新
縄 

▽
増
戸
村
…
上
・
中
・
下 

▽
増
富
村
…
か
ね
塚
・
中
屋
鋪
・
木
ノ
下 

 

▽
谷
原
新
田
…
三
郎
谷

さ
ぶ
ろ
う
や

・
大
塚
・
ほ
も
れ
・
六
丁
場
・
廿

四

町

に
じ
ゅ
う
し
ち
ょ
う

・
壱
町

い
ち
ま
ち

割 わ
り

・
中
組
・
下
組 

 

道
順
川
戸
村
と
上
・
下
大
増
新
田
に
は
大
き
な
集
落
が
な
か
っ
た
の
で
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

埼
玉
県
地
名
誌
（
韮
塚
一
三
郎
著
）
に
は
、
蛭
田
と
は
旱 か

ん

田 で
ん

あ
る
い
は
涸
田
で
あ
ろ
う
旱
田
な
い
し
は
日
照
田
で
水
利
の
悪
い
土
地
で
あ
っ

た
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
よ
う
に
い
わ
れ
た
と
解
し
て
い
る
。 

 

花
積
と
は
「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
に
「
土
人
の
語
に
村
名
は
古
へ
慈
恩
寺
の
観
音
へ
此
地
よ
り
多
く
花
を
積
て
供
へ
し
故
起
れ
り
」
と
記

し
て
い
る
が
、
花
と
は
台
地
「
塙
」
の
類
語
で
積
と
は
棲
で
は
な
か
ろ
う
か
台
地
の
住
居
の
意
と
解
す
る
と
あ
る
。 

 

袋
は
川
の
袋
地
に
あ
た
る
と
こ
ろ
か
ら
起
っ
た
名
で
あ
ろ
う
と
解
し
て
い
る
谷
原
新
田
に
つ
い
て
は
五
十
二
年
七
月
の
歴
史
余
話
三
郎
谷
稲

荷
に
よ
っ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
地
名
の
解
説
に
つ
い
て
は
今
後
な
お
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。 

初
出
「
広
報
か
す
か
べ 
昭
和
五
十
四
年
三
月
」
か
す
か
べ
の
歴
史
余
話 



※
１ 

昭
和
六
十
三
年
に
発
行
。 

 


